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 ☆ みんな楽しく賑やかな 『葉栗連区盆踊り大会』 ☆ 
令和 6 年度「葉栗連区盆踊り大会」が 8 月 3 日(土)、

葉栗公民館にて盛大に開催されました。日中は 38℃の猛

暑日でしたが、盆踊り開始時刻を待たず 17 時過ぎから大

勢の家族連れにご来場いただき、開演前のゲーム（輪投げ・

ラダーゲッター）に百数十名のお子さん達が参加され、賑

やかな歓声があがっていました。 

また、葉栗商工会のかき氷は 300 名近い方々が利用さ

れ、一時の清涼を味わってみえました。定刻の 18 時 30

分「北方七星太鼓」の太鼓の音頭と共に「一宮モーニング

音頭」がスタート。定番「郡上節かわさき」「春駒」「マ

ツケンサンバ II」など、ラストの「ダンシングヒーロー」

まで途中休憩をはさみながら全 16 曲を繰り返し踊り上げました。単日開催ではありましたが 800 余

名の連区の皆さまにお越しいただき、主催した葉栗公民館及び葉栗連区関係者一同、心より感謝を申し

あげます。来年もより多くの参加をお待ちしております。  《寄稿：葉栗公民館》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 動画はこちら 

地域づくり協議会だより 
２０２４年９月(９５号) 

葉栗連区の人口と世帯数 <2024.7.1 現在> 人口 16,119 人（男 7,883 人 女 8,236 人）世帯数 6,922 世帯 

葉栗 HP 



☆ 食育タイム・シャーベットを作ろう ☆ 葉栗公民館 家庭青少年学習事業 

令和６年度の第１回葉栗家庭青少年学級「食育タイム（おやつの話）・シャーベットを作ろう！」が、

7 月 21 日（日）に葉栗公民館料理実習室にて開催されました。2 部制にて講座を開き、合わせて親子

13 組 39 名にご参加頂きました。 

 講師に NPO 法人「おさんぽや」の管理栄養士 清水祥子先生をお迎えして、「大人も子どもも、おや

つについて考えよう！」をテーマにお話しをいただき、「おやつ」を食べることの大切さや、食べる時の

注意点、正しく「おやつ」を食べるコツなどを学んだ後、楽しくシャーベットを作りました。出来上が

ったシャーベットに各々舌鼓を打ち、子どもたちの笑顔あふれる中、講座を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ みんなで楽しもう 《なつまつり》 ☆ 葉栗児童館 

 7 月 27 日（土）午前 10 時 30 分から葉栗児童館

で夏のイベント《なつまつり》を行いました。 

当日は猛暑の中でしたが、大勢の子どもたちや親子

連れで賑やかな祭りになりました。 

「うちわでサンドイッチ」「うちわでパタパタタワ

ー」「はぐりカフェモーニング」「うちわでかいてん

ずし」など、うちわを使ってみんなで楽しむゲームに、

明るく元気な歓声が上がっていました。 

「おみやげ わなげコーナー」では、なかなか目的

のおみやげに輪が入らず、悪戦苦闘していましたが、

入ると大きな歓声と拍手が起こりました。みんな楽し

く遊ぶことができました。 

葉栗児童館では、18 歳未満のこどもが自由に利用することができます。今後もいろんな推しを行っ

ていきます。ぜひ遊びにおいでください。連絡先：葉栗児童館 ☎0586-51-5858 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆ 【狂 俳】ってご存じですか？ ☆ 一宮市狂俳壇連盟 

「一宮市狂俳壇連盟」の例会は、毎月第２土曜日の午

後１時から葉栗公民館で開催されています。７月 13 日

（土）午後１時から開催された「七夕まつり狂俳大会」

は、一宮七夕まつり協賛事業という事で一宮市長賞・一

宮市議会議長賞など、優秀句受賞者に対し賞状・楯がそ

れぞれ贈呈されました。 

 

【本日受賞された優秀句】 

題 「荒磯」 逆巻く怒涛 岩をかむ 

題 「夕立」 雲行き怪し 農終う（のうしまう） 
 

ところで狂俳ってどうやって作るの？ 

 俳句なら誰でも知っていると思いますが、狂俳とはあまり聞きなれない言葉です。俳句は季語があり、

五七五の 17 文字でその季語を生かした句を作ります。しかし、狂俳は季語にとらわれずユーモアを交

えて五七又は七五のわずか 12 文字で表現する言葉遊びです。 

＜狂俳作りのルール＞の 3 原則 

 第１は、題の文字は句の中へ一字でも詠（よ）み込まないこと。 

 第２は、題に対して七・五か五・七の十二文字で収める。 

 第３は、止め字は仮名の動詞で止めること。漢字止めは避ける。 

 また、句を作る時の心得として、説明句は単に説明ではなく行動を詠むようにし、心に浮かんだ工夫

や思い付きを大事にするように心がけると良い作品になるようです。 

 「狂俳」は、江戸時代初期に伊勢の俳人三浦樗良（ちょら）によって考案され受け継がれてきたと言

われています。平成 3 年に浅井と葉栗を合体し「一宮市狂俳壇連盟」が発足しました。その後、一宮市

協賛の「七夕まつり狂俳大会」や「芸術祭狂俳大会」を葉栗公民館で開催するようになりました。伝承

文芸を若い世代に継承していきたいと頑張っています。興味のある方はご連絡をお待ちしております。

問い合わせ先：一宮市生涯学習課☎0586-85-7077 

☆ 夏を楽しむ『天王祭り』 ☆ 坂手神社（佐千原） 

7 月 13 日(土) 坂手神社（佐千原）において、天王祭りが行われました。町内役員を中心に佐千原

の各団体が協力して早朝から準備を進め、午前中にはほぼ準備を完了しました。午後 4 時から月次祭、

そして天王祭りの式典が行われ、あとはお祭り開始時刻の午後 6 時を待つばかりとなりました。 

 しかし、午後 6 時を待ちきれず、30 分前には多くの町民が集まり予定を早めてお祭りが開始されま

した。 

 今年度は新しい試みとして宮司の賛同を得て、拝殿の中で各種ゲームを行いました。ゲームは 4 種

類「輪投げ」「手掴みガチャガチャ」「風船ヨーヨー釣り」「スーパーボールすくい」です。さらにア

イスクリームが無料で提供され、拝殿の中は大勢の町民の熱気や歓声であふれていました。 

 当日の天気が心配されていましたが、皆さんの熱意が通じたのか雨の影響もなく、無事に終えること

ができました。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 



☆ 恒例の『島文楽』虫干し ☆ 島文楽保存会 

８月４日（日）、島文楽保存会による恒例の虫干しが島村公民館で行われ

ました。「島文楽」は、一宮市島村に 150 年以上前から伝わる人形浄瑠璃

で、昭和 36 年 3 月に一宮市指定無形文化財に指定されました。 

虫干しでは蔵に保管されている６０点余りの人形や衣装などが公民館内

に並べられ、貴重な人形に訪れた人たちは、写真を撮ったり絵を描いたり、

人形操作を保存会の方に教えてもらうなどして楽しんでみえました。 

また、午前 11 時と午後 2 時には、五穀豊穣、無病息災を祈念して奉納す

る「三番叟」が演じられ、三位一体の演技に大きな拍手が送られていまし

た。 

なお、この「三番叟」は、8 月 31 日（土）一宮市民会館で開催される「い

ちのみや民俗芸能のつどい」においても公演されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉栗連区在住の７７歳以上（昭和２２年１２月３１

日までに出生された方）の皆さまへ葉栗連区敬老祝い

として、800 円の『お買物券』を郵送します。 

お買物券が印刷された A4 の大判ハガキを 9 月中旬

ごろお送りします。 

葉栗連区内の『お買物券』が使えるお店が表示して

ありますので、切り離してご利用ください。 

使用期限は 10 月 31 日（木）までとなっていますの

で、ご利用忘れのないようご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

葉栗連区敬老祝いのおしらせ 


